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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成22年4月22日(2010.4.22)

【公開番号】特開2008-245015(P2008-245015A)
【公開日】平成20年10月9日(2008.10.9)
【年通号数】公開・登録公報2008-040
【出願番号】特願2007-84432(P2007-84432)
【国際特許分類】
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   Ｈ０４Ｎ   5/91     (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】平成22年3月8日(2010.3.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像情報に含まれる顔画像を検出するとともに、該顔画像の顔の向きを特定する顔検出
手段と、
　予め顔の向きを登録する登録手段と、
　前記顔検出手段により特定された顔の向きが前記登録手段に登録された顔の向きと一致
するか否かを判定する顔角度判定手段と、
　前記顔角度判定手段による判定結果に基づいて、顔画像を含む複数の画像情報の中から
処理対象となる画像情報を決定し、この決定された画像情報に対して所定の画像関連処理
を行う顔画像処理手段と、
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記顔検出手段は、画像情報に含まれる顔画像を検出するとともに、該顔画像に対応す
る人物および該人物の顔の向きを特定し、
　前記登録手段は、予め各人物毎に顔の向きを登録し、
　前記顔角度判定手段は、前記顔検出手段により特定された人物および顔の向きが前記登
録手段に登録された人物および顔の向きと一致するか否かを判定することを特徴とする請
求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記登録手段は、予め各人物毎に、異なる顔の向きの各々に対応した優先度を登録し、
　前記顔角度判定手段は、前記顔検出手段により検出された人物の顔の向きが、前記画像
関連処理の内容に応じて決定される優先度に対応した顔の向きと一致するか否かを判定し
、
　前記顔画像処理手段は、前記顔角度判定手段により顔の向きが一致したと判定された前
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記画像情報に対して前記画像関連処理を行うことを特徴とする請求項１に記載の画像処理
装置。
【請求項４】
　前記顔画像処理手段は、
　複数の画像情報から一の合成画像を生成する合成画像生成手段と、
　前記顔角度判定手段による判定結果に基づいて、前記合成画像生成手段により生成され
る前記合成画像の主画像に係る画像情報を決定する主画像決定手段とを備えることを特徴
とする請求項１～３の何れか一項に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記顔角度判定手段は、前記合成画像生成手段による合成画像の生成処理を行う場合に
は、各被写体の異なる顔の向きの中で最も優先度の高い顔の向きと一致するか否かを判定
することを特徴とする請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記顔画像処理手段は、
　前記画像情報を保存する画像情報保存手段と、
　前記画像情報保存手段に保存された前記画像情報を削除する画像削除手段と、
　前記顔角度判定手段による判定結果に基づいて、前記画像削除手段により削除される前
記画像情報を決定する削除画像決定手段とを備えることを特徴とする請求項１～３の何れ
か一項に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記顔角度判定手段は、前記画像削除手段による画像の削除処理を行う場合には、各被
写体の異なる顔の向きの中で最も優先度の低い顔の向きと一致するか否かを判定すること
を特徴とする請求項６に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記顔画像処理手段は、
　前記被写体を撮像して画像情報を生成する撮像手段と、
　前記撮像手段により生成された前記画像情報を静止画像として保存する静止画像情報保
存手段と、
　前記顔角度判定手段による判定結果に基づいて、前記静止画像情報保存手段により保存
される前記画像情報を決定する保存画像決定手段とを備えることを特徴とする請求項１～
３の何れか一項に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記撮像手段は、前記画像情報を連続して生成し、
　前記顔画像処理手段は、
　前記撮像手段により連続して生成された前記画像情報を動画像として保存する動画像情
報保存手段を備え、
　前記保存画像決定手段は、
　前記顔角度判定手段による判定結果に基づいて、前記動画像情報保存手段により保存さ
れる前記画像情報のうち、前記静止画像情報保存手段により保存される前記画像情報を決
定することを特徴とする請求項８に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　画像処理装置に、
　画像情報に含まれる顔画像を検出するとともに、該顔画像の顔の向きを特定する顔検出
手段と、
　予め顔の向きを登録する機能と、
　予め各人物毎に顔の向きを登録する機能と、
　前記特定された顔の向きが前記登録された顔の向きと一致するか否かを判定する機能と
、
　当該判定結果に基づいて、顔画像を含む複数の画像情報の中から処理対象となる画像情
報を決定し、この決定された画像情報に対して所定の画像関連処理を行う機能と、



(3) JP 2008-245015 A5 2010.4.22

　を実現させることを特徴とするプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　請求項１に記載の発明の画像処理装置は、画像情報に含まれる顔画像を検出するととも
に、該顔画像の顔の向きを特定する顔検出手段と、予め顔の向きを登録する登録手段と、
前記顔検出手段により特定された顔の向きが前記登録手段に登録された顔の向きと一致す
るか否かを判定する顔角度判定手段と、前記顔角度判定手段による判定結果に基づいて、
顔画像を含む複数の画像情報の中から処理対象となる画像情報を決定し、この決定された
画像情報に対して所定の画像関連処理を行う顔画像処理手段と、を備えることを特徴とし
ている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　請求項２に記載の発明は更に、前記顔検出手段は、画像情報に含まれる顔画像を検出す
るとともに、該顔画像に対応する人物および該人物の顔の向きを特定し、前記登録手段は
、予め各人物毎に顔の向きを登録し、前記顔角度判定手段は、前記顔検出手段により特定
された人物および顔の向きが前記登録手段に登録された人物および顔の向きと一致するか
否かを判定することを特徴としている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　請求項３に記載の発明は更に、前記登録手段は、予め各人物毎に、異なる顔の向きの各
々に対応した優先度を登録し、前記顔角度判定手段は、前記顔検出手段により検出された
人物の顔の向きが、前記画像関連処理の内容に応じて決定される優先度に対応した顔の向
きと一致するか否かを判定し、前記顔画像処理手段は、前記顔角度判定手段により顔の向
きが一致したと判定された前記画像情報に対して前記画像関連処理を行うことを特徴とし
ている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　請求項４に記載の発明は更に、前記顔画像処理手段は、複数の画像情報から一の合成画
像を生成する合成画像生成手段と、前記顔角度判定手段による判定結果に基づいて、前記
合成画像生成手段により生成される前記合成画像の主画像に係る画像情報を決定する主画
像決定手段とを備えることを特徴としている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９



(4) JP 2008-245015 A5 2010.4.22

【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　請求項５に記載の発明は更に、前記顔角度判定手段は、前記合成画像生成手段による合
成画像の生成処理を行う場合には、各被写体の異なる顔の向きの中で最も優先度の高い顔
の向きと一致するか否かを判定することを特徴としている。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項６に記載の発明は更に、前記顔画像処理手段は、前記画像情報を保存する画像情
報保存手段と、前記画像情報保存手段に保存された前記画像情報を削除する画像削除手段
と、前記顔角度判定手段による判定結果に基づいて、前記画像削除手段により削除される
前記画像情報を決定する削除画像決定手段とを備えることを特徴としている。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　請求項７に記載の発明は更に、前記顔角度判定手段は、前記画像削除手段による画像の
削除処理を行う場合には、各被写体の異なる顔の向きの中で最も優先度の低い顔の向きと
一致するか否かを判定することを特徴としている。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　請求項８に記載の発明は更に、前記顔画像処理手段は、前記被写体を撮像して画像情報
を生成する撮像手段と、前記撮像手段により生成された前記画像情報を静止画像として保
存する静止画像情報保存手段と、前記顔角度判定手段による判定結果に基づいて、前記静
止画像情報保存手段により保存される前記画像情報を決定する保存画像決定手段とを備え
ることを特徴としている。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　請求項９に記載の発明は更に、前記撮像手段は、前記画像情報を連続して生成し、前記
顔画像処理手段は、前記撮像手段により連続して生成された前記画像情報を動画像として
保存する動画像情報保存手段を備え、前記保存画像決定手段は、前記顔角度判定手段によ
る判定結果に基づいて、前記動画像情報保存手段により保存される前記画像情報のうち、
前記静止画像情報保存手段により保存される前記画像情報を決定することを特徴としてい
る。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　請求項１０に記載の発明のプログラムは、画像処理装置に、画像情報に含まれる顔画像
を検出し、該顔画像に対応する人物および該人物の顔の向きを特定する機能と、予め各人
物毎に顔の向きを登録する機能と、前記検出された人物および顔の向きが前記登録された
人物および顔の向きと一致するか否かを判定する機能と、当該判定結果に基づいて、前記
画像情報に関連した画像関連処理を行う機能と、を実現させることを特徴としている。
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